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通じて何かを語ろうとするかのようである。彼は　時の人々もこのような絵を見る時は常にこの種の
（少くとも《死の舞踏》で見る限り）いわば死を　ガラス管を用いた，ということにはならないが，
自己の人生観，社会観あるいは宗教観を語り伝え　少くともそのような場合がなかったわけでないこ
るスポークスマンとしている。《大使達、における　　とは，当時のあるドイツ人の日記の中の記述によ
「死」の精神にしても，（たとえばバーゼルにある　　り証明されている。さらに（Samuelによれば）同
1521年の《墓の中のキリスF＞）のような）恐怖や　　じホルバインの《ゲオルク・ギッセの肖像》（1532Fig・9
苦痛，終局などの観念と結びついた凄惨な死の形　年，ベルリン，国立美術館）の中の石竹をさした
相を伝えることにあるのではなく，むしろヒ述の　ガラス製の花瓶のネックにあたる部分がまさしく
《死の舞踏》の延長線Lにあるようである。しか　　このようなanamorphoseを修正する目的に適う
もこのVanltas的イメージ，奇嬌な頭蓋骨を中に　　ものだという。
して立つダントヴィル，セルヴの両名は当時それ　　しかしながらこれだけで彼のいうようにこの作品
それ29歳と25歳，人生の春ともいうべき時期にあ　は直径1インチ，厚さ8分の1インチほどのガラ
った。青春，あるいは美，力，豊かさなどのイメ　　ス管を通して見られることを前提とする，という
一 ジと死のイメージとの際立ったコントラスト，　結論にもってゆくことには抵抗を感じないわけに
これはいわばVanitas的なイコノグラフィーの常　　はゆかない。もしこのような特殊な方法で見られ
識である。ただそれにしてもホルバインはなぜこ
こにこのような晦渋な表現をあえて試みたのだろ
うか。これについては前記Samuelの論文が次の
ような説を出している。彼は先ずこの歪んだ頭蓋
骨は画面左はしないしは右はしから鋭角的に見る
ものだという従来の通説に反論する。それでは
「死」を正しい形で見ることはできない。またこ
の歪んだ形を矯正して見るための特殊なレンズが
あったのではないかという説も，当時の光学技術
の程度から考えて不可能とされる。そこで彼が目
をつけたのが製造が容易で当時一般に普及し，し
かも光学的精度の比較的高いヴェネチア・ガラス
である。彼は試みにこれで作った直径1インチほ
どの透明な管を腕を一杯にのばした位の距離（約
1フィート）におき，それを通してこの頭蓋骨を
のぞいてみた。その結果得られたのは一大きさも
正常で，まこうかたなく明瞭な，全く歪みのない」
頭蓋骨の像であった。ただこれをもって直ちに当　Fig．9
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ることを作者自身が制作に際して意図したのだと　世界に漂っているかのようである。このような
したら，何らかの形で，たとえば今のべた花瓶の　anamorphose的な表現を与えられてこそ，この
ようなものが画面のどこかに描かれていることを　頭蓋i骨は「正常な」頭蓋骨のもつ「静物」的な物質性
期待したくなるが，そのようなものは一向に見当　　をはなれ，非物質化されたひとつの象徴的存在，
らない（またこのような方法で見ること自体，　「死を忘るな」（Memento　mori）の象徴的，暗
画面の全体的効果を多かれ少なかれそこなうこと　喩的な表象にまで高められてはいないだろうか。
にもなろう）。さらにそれ以前の問題として，単　　ここに注文主ダントヴィル，当時ロンドンの気候
にこれを「正常な」形にもどして見るためにガラ　が体に合わず，病み勝ちで，「かつていた大使の
ス管を用いる労をその都度見る人に強制する位な　中でも最も憂欝な」とみずからを語ったダントヴ
ら，始めから正常な形で描けば事足りたわけであ　　イルの指示がどの程度まで人っていたか，あるい
る。やはりこれはこのままの形で見るべきもので　はここではすべてがホルバインの創意だったのか
あり，作者の意図もそうあったと考えたい。ただ　　これらについては客観的には知る由もない。ただ
それにしてもこの異様な頭蓋骨はVanitas的なイ　　ここで思い出したいのはダントヴィルの帽子の内
コノグラフィーの中にあって単に破格的な作例と　べりにつけられた小さな頭蓋骨のバッヂである。
しか見る他はないのだろうか。あるいはまたこれ　「死を忘るな」あるいは「生の空しさ」とはおそ
は遠近法や比例の理論が行きつく所まで行きつい　らくこの「憂欝な」貴族外交官のモットー⑭で
た時代に生きたホルバインの，単なるアクロバッ　あったに違いない。こうした観点に立てば，二人
ト的な‘‘遊び”の精神の所産にすぎないのだろう　の間の台架の上の日時計も単に学術川の日時計と
か。ここには他のこの種の作品には見られないfli∫　いう以ヒに世の無常，移ろい易さという象微性を
かユニークな象徴性がひそんでいるのではないだ　　おびてくるように思われる（周知のようにこう
ろうか。これについて思い出されるのはD．Piper　した場合普通は日時計よりも砂時計が好んで川い
の次のような言葉である。「それ（問題の頭蓋骨）　られる。ホルバインの（x死の舞路でもこれはい
はあたかも（絵を見る）我々と（絵のiliの）二人　わば「死」のアトリビュートのようにしばしば現
の人物の間にさしかけられて（SUSpended）いる　われる）。こうした見方をさらに発展させれば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かのようである。」死は常に我マに一さしかけら　画rliの中の地球儀は地ヒの（政治的）権力を，天
れて二ありながら我々はこれを直視しえない，あ　球儀は天L（＝神），すなわち教会の権力の象徴
るいはすることを忘れている，という事実をこの　　ともとれるt5（これには政治家ダントヴィルと高
一見しただけではにわかには識別し難い頭蓋骨は　　僧セルヴへの含みもあったかも知れない。またこ
語っていないだろうか．すべてがホルバイン特有　　れら天球儀と地球儀，そして死あるいは無常の象
の明晰で客観的な描写を得，それぞれがいわば自　徴としての頭蓋骨が構図的に見てほぼ同一垂直線
己の世界，自己の空間に定着している中にあって，　－Eにある，ということにもこの際注意したい）。
この謎のような頭蓋骨のみは絵のlliの世界から　ところでこの絵にはある意味では今まで問題とし
も，絵の外の世界からも浮きCr．ったもうひとつの　　てきた異様な頭蓋骨以上に問題の多いモチーフが
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もうひとつある。すなわち画面上方左はしの，半ば　足下には頭蓋骨を描き添えるのが通例である）と
カーテンに隠れた小さな十字架像がそれである。　　うい伝統的なイコノグラフィーのヴァリェーシ・
これについてはたとえば「この十字架もまた他の　　ンのようにもとることができる。さらには画中の
すべてのものと同じく象徴的意味を含んでいるに　讃美歌集の左ページに見られるルターの一句
違いない。またおそらく前方に描かれた奇妙な頭　「Komm　heiliger　Geisst，　Herrgott」（聖なる御霊，
蓋骨と何らかの関連があるようである⑯」という　主なる神よ来り給え）との関連も考えられる。あ
程度のことしか言われていないのが現状のようで　　るいはまた，すでに見たようにこの作品では人物
ある。ただ前記R．E．　Samuelは「これはおそら　は言うまでもないことだが，彼らを囲む様々なモ
く永遠の生命についての観念と結びついているの　チーフもまたそれぞれの同時代的な歴史性を有す
であろう」とやや積極的な見解を打出している。　　るものばかりであるから，この十字架像にしても
しかし十字架のキリストが人類の瞭罪，あるいは　　その素姓をこうした方面かう探ることも可能かも
それを通じて得られる永遠の生命を象徴するとい　知れない。いずれにしてもこの（決して小さいと
うのはいわば常識であって，強いてここで云々す　は思われない）問題は今後の研究にまつという他
るほどのことではないかも知れない。ただ十字架　　はないようである。
と頭蓋骨が何らかの形で並置された時は，特に死
後の永遠の生命あるいは来世を思う心を強調す　　　　　　　　　　　（注）
る⑰，　ということは注意されてよい。しかしそれ　　①大使達）（普通“・The　Ambass・ders”，‘‘Die　Gesand一
にしても，その象徴的意義の大きさにもかかわら　　teバと複数形が用いられる）というのはいわば通称
ず，この礫刑像がなぜ画面においてこれ程の微々　　であって，正式には画中の両人物の名をとって《ジャ
たる空間しか与えられていないのか，なぜ特に注　　ン’ド゜ダントヴィルとジョルジュ’ド’セルヴ》と
意を促されて始めてそれと気がつくような控えrl脇夢鋼備舷契昏鰍膿纂
な形でしか描かれていないのか，という疑問は依　　何らかの公的な使命はおびていたにしても，実質的に
然残る。このキリストがそのおかれた位置からし　　は友人ダンドヴィルの訪問客にすぎなかった。そのイ
て，豪奢な刺繍模様をほどこしたカーテンの向う　　ギリス滞在も2ケ月足らずで終っている。
側の世界，我々の視界からはさえぎられたもうひ　②D．Piper：Enj・ying　Paintings，　p．148
とつの世界を暗示しているのではないか，という　③前掲書P・140
ことは考えられないことではない。（これも帰す　④G’Heise：Die　Gesandten　von　Hans　Holbein’P’17
る所，先に述べた永遠，あるいは来lft、といった観⑤W・“laetz°ldt：Hans　H°lb・i・…25
騨びつくこと噸が）これはまた酊醐翁謡灘1掩粥、P’　2「）
の死の表象，あるいは1生の空しさ・のアンチテ鱗Furg。s。n，　S、、。、　an、I　S，ml，。1，、。　Ch，、，，、。n　A。，，
一ゼとして意図されたようでもある。あるいは頭　　p．175
蓋骨と礫刑像というとり合せから・ゴルゴタ（頭　⑨たとえばいわゆる“Miseric。rdiaの聖母”に形をかり
蓋骨の意）の丘における十字架のキリスト（その　　た通称，ダルムシュタットの聖彫（1528！29年，パ
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　一ゼル）とよばれるヤコブ・マイヤー一家の肖像や後
　に述べる木版連作ヴ死の舞踏ウなど。
⑩R．Hocke：Die　Welt　als　Lal’）yrinth，　p．128
（nBurhngt・n　Magazine，　Oct・ber．1963，　P．440参照
．珍J．Bialostocki：Stil　und　Ikollogiaphie，　p．194
⑩D．Piper：前掲書1）．138
114たとえばこの大使達　の1年前の　ゲオルク・ギッ
　セの肖像　にはパックの板壁のノ、1の方にこの絵のモ
　デルの次のようなモットーが，1　1：きつけられている。
　－Nulla　sine　merore　voluptas－C悲しみなければ，喜び
　なし⊃
t5ホルバインの．：死の舞踏　の　法E　や　皇帝　のii；
　にはその種の実例が見られる一
⑯Paul　Ganz：Hans　Holbein，　p．243
汐G．Furguson：前掲書p．50
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